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はじめに 

これは北海道科学大学（以下本学）の教学 IR活動の概要として、自己点検 IR 委員会の活

動のうち、近年の教学 IRに関連する活動を自己点検 IR委員会でまとめたものです。 

 

 

1. 自己点検 IR 委員会の業務と本学の教学 IR 活動について 

 

自己点検 IR 委員会は、本学の内部質保証の責任を負う自己点検・評価委員会（委員

長は学長）の下部組織であり、自己点検・評価委員会の求めに応じ、自己点検・評価

のための情報収集、整理を支援するとともに、教学 IR 活動を行う委員会です。 

学内各部署で作成された教学情報を収集・活用することに加え、学生調査や外部試

験など学生の能力成長に関わる情報の収集・分析を行い、教学に関する自己点検・評

価の際に学修成果の客観的情報を提供することが主な業務となります。 

2022 年の委員の構成は、教員は学科長及び全学共通教育部長であり、職員は主要部

署の課長になります。庶務は教務企画課が担当しています。 

 

【自己点検 IR 委員会の活動方針】 

本学の内部質保証の方針(https://www.hus.ac.jp/about/project/evaluation/)

に則り、内部質保証に関する活動や自己点検・評価委員会の活動をサポートする役割

を担います。 

本学の教学 IR は分散型の IR であり、自己点検 IR 委員会の業務は大学全体の教学

IR 活動の一部分といえます。自己点検 IR委員会では、学内各部署で作成された教学

に関するデータのうち、本学のアセスメント・ポリシーで定められた 3 ポリシーを

起点とする学修成果、教育成果の点検に関係するデータについて、集約し分析を行う

とともに、大学全体及び各学部学科が行う点検向け資料として整理し配信していま

す。 

※本学のアセスメント・ポリシー(https://www.hus.ac.jp/about/info/assessment-

policy/) 

 

【2022 年度の活動計画（教学 IRに関連する内容）】 

① 学修成果の評価とその可視化（中期事業計画「アセスメント・ポリシーの実質化」） 

学修ポートフォリオの整備 

PEPA タイプ評価の導入、全学 FD企画 

長期ルーブリックの活用 

外部試験（PROG）継続の検討 

大学院内部質保証に向けた整備 

https://www.hus.ac.jp/about/project/evaluation/
https://www.hus.ac.jp/about/info/assessment-policy/
https://www.hus.ac.jp/about/info/assessment-policy/
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② 質保証について、組織内の理解を促し、組織文化として定着を図る 

教学マネジメント指針の浸透 

改組等を見据えた今後の教育課程（学位プログラム）編成への準備 

③ 活動報告作成公開、IRに関する研修会主催 

 

※自己点検 IR 委員会が教学 IR 業務を担当する以前から、本学の付属組織である主要

なセンター（学生支援センター、就職支援センター、入試広報センター）では、担当

業務に関する恒常的な活動報告や全学的な分析結果等の教学情報を整理し学内向け

に配信しています。（例えば、学生支援センターでは新入生学力調査結果、セメスタ

ーごとの学生の GPA と修得単位数、年度末の学籍異動状況など、就職支援センター

では就職状況など、入試広報センターでは入試区分別在学生 GPA 状況などの分析や

学内向け情報提供を行っています。） 

 

 

2. 自己点検 IR 委員会の教学 IR に関連する活動スケジュール 

 

表 1 自己点検 IR 委員会の教学 IR に関連する活動スケジュール 

時期 活動 連携部署 

3 月末～4月 教育目的達成度調査  

5 月（～10 月） PROG（1 年生、3・4年生） 就職支援 C 

5 月 大学 IR コンソーシアム大学データ・学生データ登録  

6 月（～7月） PF 個別面談（学修成果について） 学生支援 C 

7 月（～9月） 卒業生調査、企業調査、産業界との協議 就職支援 C 

7 月（～9月） 学科教育自己点検会議（3ポリシーとカリキュラム）  

7 月 教学関連データの集約と配信 学生支援 C、

FD 委員会 

9 月（～11 月） 学生生活調査（大学 IR コンソーシアム学生調査） 学生支援 C 

12 月 学科教育自己点検会議（シラバス点検）  

12 月（～3月） 卒業時調査  

2 月又は 3月 学科長による総括報告会  

2 月 大学 IR コンソーシアム学生調査データ登録  

※学生支援 C→学生支援センター、就職支援 C→就職支援センター 
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3. 学生調査、外部試験等の概要説明 

 

ここでは本学の学修成果や教育効果の評価を行う際に活用する学生調査や学部試験

等の概要を紹介します。これらの結果の活用・分析事例は本報告書の 4 章～5 章で紹

介しますが、本報告書で取り上げなかった集計結果等については、本学のホームペー

ジの「情報公表：教育の質に係る客観的指標」にて公開していますのでこちらで確認

下さい。 

 

【大学 IRコンソーシアム学生調査（学生生活アンケート）】 

本学は 2014 年より大学 IR コンソーシアム（https://irnw.jp/）に加盟していま

す。大学 IR コンソーシアム学生調査は、加盟大学が学生の満足度や能力伸長に関す

る共通設問の学生調査を行い、その結果の比較から教育改善を行うことを目的とし

た調査です。本学では、例年 9月～11 月の期間に、大学 IRコンソーシアムで設定す

る共通設問に本学独自設問を加えた「学生生活アンケート」として卒業年次以外の学

部在学生を対象として実施しています。本学の調査結果は学生支援センターと自己

点検 IR 委員会で集計分析を行うとともに、全学的な結果は学生支援センターから、

学科ごとの結果については自己点検IR委員会から学内に配信されています。さらに、

他大学との比較のために、匿名化の後に調査結果を学生の基本情報等と共に大学 IR

コンソーシアムの IR システムに登録します。加盟校全体の集計が終了する 7月頃か

ら IR システムを用いて加盟校間での結果の比較が行える仕組みになっています。 

 

【卒業時アンケート】 

卒業年次生向け調査です。2019 年度までは本法人のブランド委員会が設定した設

問による卒業時アンケートを行っていましたが、2020 年度からは、大学 IR コンソー

シアム学生調査の設問に、教育目的達成度調査と同様の、ディプロマ・ポリシー（DP）

の達成度合の自己評価の設問を加えた調査として実施しています。例年 12 月～3 月

に実施します。結果は全学的に集計され自己点検・評価委員会にて報告されるととも

に、学生の自由記述内容は学生生活アンケートの自由記述内容と共に各学科及び各

担当部署に配信されています。また、集計結果と経年変化と分析が大学ホームページ

上に公開されています。 

 

【教育目的達成度調査】 

在学生が各年次の進級時における DP の達成度合の自己評価（5段階）と、その DP

の能力資質の向上に役立った昨年度履修科目を回答する学生調査です。2015 年度か

ら実施しており、例年3月末～4月末に実施します。学生個別の回答結果はHUS-UNIPA

（学内システム）上の学修ポートフォリオに記録され、6 月～7 月に実施する PF 個

https://www.hus.ac.jp/about/public-info/#%E6%95%99%E8%82%B2%E3%81%AE%E8%B3%AA%E3%81%AB%E4%BF%82%E3%82%8B%E5%AE%A2%E8%A6%B3%E7%9A%84%E6%8C%87%E6%A8%99%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6%E3%81%AE%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%81%AE%E5%85%AC%E8%A1%A8
https://irnw.jp/
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別面談等において、学生の学修成果の形成的な評価や指導に活用されます。なお、学

修ポートフォリオの情報は今後ディプロマ・サプリメントの一部として使用される

予定です。さらに、学科単位での集計結果は学科教育自己点検会議資料として各学科

に配信されます。 

 

【PROG】 

PROG テスト(https://www.riasec.co.jp/progtest/test/) は汎用的な基礎能力を

測定する学外試験です（河合塾・リアセック社）。汎用的な能力として、リテラシー

とコンピテンシーに大別される能力を測定し、若手企業人の行動をモデルとした尺

度で結果を評価しスコア化する試験になります。本学では 2016 年度より実施してお

り、2021 年以降 WEB 試験として実施しています。授業等を通した学生のスコアの変

化を把握するため、1年次前期と高学年次（薬学部以外は 3年次前期、薬学部は 4年

次後期）に実施しています。個別結果はリアセック社が作成した資料により受験学生

にフィードバックされるとともに、HUS-UNIPA 上の学修ポートフォリオに本学 DP の

項目に割り当てたスコアとして記録され、1年次と高学年次のスコアの比較が確認で

きるようになっています。また、大学全体や学部・学科単位での集計結果は、他大学

の受験者の集計結果（40 万人規模）と比較可能な形で各学科に配信され、学科教育

自己点検会議用資料等に活用されています。 

 

【卒業生調査】 

卒業生対象の調査については、複数の部署及び学科が独立して実施していますが、

2019 年から学修成果に関する調査を新たに自己点検 IR 委員会が主管して実施して

います。対象は、在学中に使用していた本学の Gmail アドレスが卒業後も使えるよ

うになった 2017 年度以降の卒業生で、Gmail を用いて回答を依頼し Google Forms 

を用いて設問に回答して頂いています。内容は、次に説明する企業調査と連動してお

り、本学の教育目標である DP の能力資質に関して、同時期に入社した他大学卒業生

との比較に基づいた自己評価や、DP の能力資質を大学在学中に身につけることへの

需要度合などを問う設問となっています。 

 

【企業調査】 

企業を対象とする調査については、就職支援センターが定常的に本学卒業生の在

職状況等を確認する調査を実施していますが、これとは別に 2019 年度から本学の学

修成果の内容に関連する調査を自己点検 IR 委員会が主管して実施しています。対象

は、本学卒業生の主な就職先となる企業等（およそ 1300 件）で、就職支援センター

の協力のもと、郵送又はメールにより依頼を行い、Google Forms で回答をして頂い

ています。内容は、先に説明した卒業生調査と連動しており、本学の DPの能力資質

https://www.riasec.co.jp/progtest/test/
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に関して、同時期に入社した他大学卒業生との比較に基づいた本学卒業生に対する

評価や、DP の能力資質を大学在学中に身につけることへの需要度合などを問う設問

となっています。卒業生調査と企業調査の結果は全学的に集計し自己点検・評価委員

会に報告されるとともに、卒業生及び企業からの自由記述内容は各学科に配信され

ています。また、集計結果と分析結果は大学ホームページ上に公開されています。 

 

【3 つのポリシーと学修成果の内容についての産業界との協議】 

本学で定める 3 つのポリシーや学修成果の内容のうち、その水準や妥当性につい

て学外からの意見を頂くことを目的として、産業界など企業等に所属する学外者か

らの意見聴取を行っています。2020 年度以前は大学全体で企業等を数社選定して実

施していましたが、2021 年度からは学科ごとの教育研究領域に則した意見を頂ける

ように、本学と親交が深く教育への取組に対して理解を示し協力して頂ける学外者

を学科単位で選定し、意見聴取について委嘱を行い実施しています。 

 

 

4. アセスメント・ポリシーに則った教学 IR データの集約と配信 

 

本学ではアセスメント・ポリシー(https://www.hus.ac.jp/about/info/assessment-

policy/)に則り、図 1 で示すアセスメント体制に沿って、学生を対象とする評価①、

教育課程に対する評価②、授業に対する評価③、全学的な評価④を行います。ここで

は各評価と評価で用いる教学 IR データについて簡単に説明します。 

図 1 本学のアセスメント体制 

https://www.hus.ac.jp/about/info/assessment-policy/
https://www.hus.ac.jp/about/info/assessment-policy/


 

6 

4.1. 学修成果に関する個別面談 ⇒ 図 1の① 

本学では、20 年ほど前からポートフォリオ(PF)個別面談を行っています。これは全

学生と教員との個別面談で、生活面、学業面、キャリア指導などに関し年数回（学年

により異なる）実施し内容を記録しています。2 年以上の学年ではそのうちの 1 回で

学修成果に関する面談を実施しています。2021 年度までは DP の項目ごとに、修得単

位数、GPA、教育目的達成度調査個別結果、PROG 結果をグラフ化した学修成果の個票

を自己点検 IR 委員会が配信していましたが、2022 年度からは HUS-UNIPA 上にこれら

の情報が学修ポートフォリオの一部として表示できるようになりました。面談では、

学生が最終的に DP を達成できるように個票を用いて現時点での学修成果をフィード

バックし形成的な評価を行います。 

 

4.2. 学科教育自己点検会議（3ポリシーとカリキュラム点検）⇒ 図 1の② 

各学科にて行う 3 ポリシーとカリキュラムに関する教育自己点検評価です。教育課

程全体の中での個々の科目の位置づけや他の授業科目との連携を確認するための活動

になります。学生の学修状況を把握し、その結果を、体系的な教育課程の編成や授業

の改善につなげる検討を行います。このために必要となる教学 IR情報を、学内各部署

から自己点検 IR委員会が集約して整理し、各学科に配信します。 

 

【点検評価内容】 

 ①入学生の状況確認 

 ②学年ごとの学修状況の分析、評価 

 ③教育課程全体を通した学修成果の評価 

 ④カリキュラム、授業科目の達成目標・成績評価方法等の点検 

 ⑤ディプロマ・ポリシーの達成状況 

 ⑥点検結果の活用 

 

【配信する教学 IR データ】 

・ 学科ごとのデータダッシュボード（新入生学力調査、PROG1 年生結果、3・4年生

結果、GPA の分布、修得単位数の分布、教育目的達成度調査結果と GPA・PROG 結

果） 

・ 新入生学力調査 

・ PROG 結果 

・ 学生成績データ(GPA・修得単位数) 

・ 授業科目ごとの成績評価分布表 

・ 教育目的達成度調査 

・ カリキュラムマップ詳細版 
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・ 国家試験結果（薬剤師、看護師、理学療法士、義肢装具士、臨床工学技士、診療

放射線技師国家試験の全国結果） 

・ 退学・除籍率の推移（過去 3年分） 

・ 授業改善アンケート結果 

・ 学生生活アンケート結果 

・ 学科教育自己点検レポート（前年度の記録） 

・ 学科教育総括報告会資料（前年度末に実施した報告会の資料） 

 

4.3. 学科教育自己点検会議（シラバス点検）⇒ 図 1の③ 

授業の教授方法に関する改善活動（図 1 の②）は、受講生の意見となる授業改善ア

ンケート（主管は FD 委員会）の結果を各授業担当が確認し、学内公開する受講生への

フィードバックコメント作成を通して授業改善を検討し、その改善内容を次年度のシ

ラバスに反映させる流れになります。また、学科教育自己点検会議（3 ポリシーとカ

リキュラム）において、授業科目の DP に対する位置づけや達成目標の修正が検討され

た場合も、修正内容を次年度シラバスに反映させます。次年度のシラバス原稿の作成

は、学生支援センターが策定した全学的なスケジュールに従って行われますが、シラ

バス原稿の作成後には、学科内で内容の適切性を確認する第 3 者査読を行い、査読結

果と最終原稿の学科内総括を行う会議を学科教育自己点検会議（シラバス点検）とし

て実施します。査読を行う際の留意事項は自己点検 IR 委員会で策定し、点検項目とし

て各学科に配信します。学科内査読点検を総括した報告は学科教育自己点検レポート

として学科より提出されます。 

 

4.4. 学科長による学科教育総括報告会 ⇒ 図 1の④ 

 自己点検・評価委員会では、各学科から提出された学科教育自己点検レポート内容

を確認して全学的な点検を行い、レポート内容や取組に対して学科へフィードバック

を行います。毎年度末に、学科長による学科教育総括報告会を自己点検・評価委員会

内で開催し、フィードバックに対する学科としての回答と教育への取組を総括する報

告を学科長が行い、学長を含めた自己点検・評価委員会メンバーと意見交換を行いま

す。 
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5. 教学 IR データを用いたモニタリングと分析例 

 

ここでは、近年に自己点検 IR 委員会が行った教学 IR に関する分析や、学内部局へ

の情報配信の事例を紹介します。 

 

5.1. 2018 年度～2021 年度の調査結果の経年比較（GPA の分布､ 大学 IR コンソーシアム学

生調査、PROG） 

2020 年度はコロナ禍で急遽多くの授業を遠隔実施した最初の年度であり、コロナ禍

の影響が大きかった年度といえます。また、2021 年度は遠隔授業と対面授業の併用を

継続した年度となりました。以下では、コロナ禍以前と以後の期間となる 2018 年度～

2021 年度にかけての、GPA と修得単位数の分布、大学 IR コンソーシアム学生調査結

果、PROG 結果の経年変化を基に、本学におけるコロナ禍の教育効果に対する全学的な

影響についてまとめます。 

 

【GPA 分布の経年比較】 

自己点検 IR 委員会では学科教育自己点検会議向け資料の一部として、各学科に学

年ごとの GPA の分布と修得単位数の分布のヒストグラムを配信しています。ここで

は、2022 年度の配信の一例として、ある学科の 2018 年度～2021 年度の GPA 分布を

挙げます。（学科教育自己点検会議の②「学年ごとの学修状況の分析、評価」を行う

資料となります。）赤線はコロナ禍以前（2019 年度以前）と以後（2020 年度以後）の

境界を示しています。(図 2) 

図 2 学科別年次ごとの GPA 分布の例 
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また、全学科分の GPA と修得単位数の分布の情報は自己点検・評価委員会にも毎年

報告を行い、大学全体の教育効果のモニタリングと次年度以降の教育課程編成方針の

検討の際に活用しています。 

全学科に関するコロナ禍以前と以後の比較により、コロナ禍による遠隔授業実施の

影響を受けて学修状況や成績が悪化した学生もいれば、遠隔実施の利点を活かし成績

が改善した学生もおり、学科学年により程度の差があるものの、それらがほぼ同程度

いたため、大学全体としては大きな変化が見られないことが分かりました。 

 

【大学 IRコンソーシアム学生調査】（2017 年度～2021 年度の比較） 

 大学 IRコンソーシアム学生調査は次の設問(表 2)で構成されています。 

 

表 2大学 IR コンソーシアム学生調査設問 

領域 設問（赤：1 年生調査、青：上級生調査、黒：共通設問） 

学生の基本属性 

バックグラウンド 

所属学科、性別、入学時の年齢、通学時間、居住形態、 

入試状況、第 1 志望への入学の有無、浪人経験の有無、 

高校時代の成績、高校 3年次の学習状況 

学修状況 授業経験、学習態度、週あたりの活動時間、入学後の能力変化 

大学生活・教育環

境に対する意識 

将来について 

大学生活への適応、大学生活の充実度、大学教育への満足度、 

大学の施設制度等への満足度、卒業後の進路、将来の見通し 

将来に向けた準備・経験 

英語に関する質問 聞く、読む、会話、表現、書く各能力の経時変化、渡航経験の有無 

 

 ここでは全ての設問の結果ではなく、特徴的な変化の見られた設問として、「学生

生活の充実度」「授業外学修時間」を取り上げ、本学の結果と、ベンチマークとなる

大学 IR コンソーシアム全体の結果について、1 年生と上級生の経年変化の比較を紹

介します。大学 IRコンソーシアム学生調査については、2019 年度以前の結果では経

年変化があまり見られないという特徴がありましたが、コロナ禍の影響を受けた

2020 年度については、学年と設問によっては、大学 IR コンソーシアム全体でも本学

でも大きく回答状況が変化したものがみられる一方で、2021 年度については 2019 年

度以前の状況に戻りつつあることが確認できます。 
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「あなたの学生生活は充実していますか？」 

（選択肢上から「充実している」「まあまあ充実している」「あまり充実していない」「まったく

充実していない」、年度は左から 2017 年、2018 年、2019 年、2020 年、2021 年） 

図 3 学生生活の充実度 

 

2020 年度の 1年生については、大学 IRコンソーシアム全体でも本学でも大学生活

の充実度は大きく低下しており、一般的に言われているように、コロナ禍が 2020 年

度入学生に大きく影響したことがこれからも確認できます。学生調査結果について

は回答率等について考慮しながら注意深く議論しなければなりませんが、本学学生

の受けた影響は全国的な傾向とほぼ同程度に収まったことが確認できます。また、

2021 年度 1年生については、大学 IR コンソーシアム全体の傾向と同様に本学でも回

答が 2019 年度以前程度まで回復していることが分かります。一方、上級生について

は、大学 IR コンソーシアム全体でも本学でもコロナ禍前後で充実度の変化があまり

見られません。ただし、2021 年度以降少しずつ悪化している傾向にも見えるため、

コロナ禍以降に入学した在学生が増える今後に向けて、継続して注視していく必要

がありそうです。 
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「授業時間外に、授業課題や準備学習、復習をする」 

（選択肢は上から「20 時間以上」「16～20 時間」「11～15 時間」「6～10 時間」「3～5時間」「1～

2 時間」「1時間未満」「全然ない」） 

図 4 1 週間の授業外学修時間 

 

 遠隔授業の実施に伴い、対面実施時に比べて多くの科目で授業外の課題を増やし

た結果、学生の負担が一気に増加したことについて、全国的な問題として報道されま

した。1 週間の授業外学修時間に関する設問について、1 年生調査の結果を見ると、

大学 IR コンソーシアム全体では 2020 年度に一気に増加しその後元に戻る傾向を示

していますが、本学の場合は増加傾向が継続していることが分かります。一方で、上

級生調査の結果を見ると、大学 IR コンソーシアム全体でも本学でも学修時間が増加

し、それが維持される傾向にあります。なお、本学の上級生の授業外学修時間は大学

IR コンソーシアム全体の上級生に比べて若干少ない結果が以前から継続しており、

本学にとって今後の取組が必要な要素だといえます。 

 また、2020 年度の本学の 1 年生の調査結果において、学生生活の充実度と相関の

高い設問を調べると「大学での経験全般について」の他「他の学生と話をする機会」
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「時間を効果的に使う」の設問の相関係数が 0.4 を超えて比較的高い関係性を示し

ており、一方で1年終了時のGPAとの相関はそれほど高くないことが分かりました。

この結果から、コロナ禍の生活に対応し、時間を有効に使い、遠隔授業に適応して、

機会や方法が限られた中で、学生間や教員との交流を行えた学生の方が、充実度が高

いことが予想されます。 

 

【PROG 結果（1年次、3年次比較）】 

 汎用的基礎能力を測定する外部試験 PROG については、2016 年度より実施を継続し

ており、蓄積された結果から本学においては次のことが確認できています。 

・ リテラシーのスコアは GPA と相関が高く、コンピテンシーのスコアと GPA との

相関はほとんどない 

・ コンピテンシーのスコアと大学 IRコンソーシアム学生調査設問の相関を調べる

と、「コミュニケーション能力の伸長」「高校時代の活動」に関する設問と相関が

高い 

・ コンピテンシーの 3 つの中項目、あるいは 9 つの小項目について、学科単位の

集計結果を比較すると、項目別のスコアの高低に学科固有の特徴が見られる 

・ 同一学生集団に関する 1 年次と上級年次のコンピテンシーのスコアの比較にお

いて、継続して伸びが確認できる学科は、メディアデザイン学科、人間社会学科、

都市環境学科という結果が出ている 

 

なお、PROG 結果の解釈の仕方については現状様々な意見がありますが、設問の内

容やスコア算出の仕方、そして過去の本学の受験者のデータなどから、本学では PROG

のスコアは、受験者の思考能力や行動特性そのものというより、思考・行動・判断を

行う際の傾向が若手企業人を基準とした尺度で測られているのではないか、と推察

しています。 

 

 さて、リアセック社によると、4年生大学のコロナ禍以前と以後の成長分析のため、

2017 年 1年→2019 年 3年（104 校）、2018 年 1年→2020 年 3 年（119 校）、2019 年度

1 年→2021 年度 3 年（48 校）の大学生の結果を集計して変化を見ると、コロナ禍以

前（2017 年 1 年→2019 年 3 年、2018 年 1年→2020 年 3 年）では、1年次よりも 3年

次の方がリテラシー・コンピテンシー両方とも1年次より3年次が上昇しているが、

コロナ禍以後（2019 年度 1年→2021 年度 3年）ではリテラシー・コンピテンシーの

伸びがほとんど見られないという報告がなされています。 

 本学の同じ期間の学部単位の PROG 結果のうち、リテラシー総合スコアと、コンピ

テンシー総合スコアの 1年次と 3年次の経年比較は次のようになっています。 
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図 5 学部単位の PROG スコアの変化の経年比較 

全国的な PROG 受験者の傾向としては、コロナ禍の影響か、リテラシー・コンピテ

ンシーの伸びが 2019～2021 年で鈍ったように見えることが報告されています。本学

でも保健医療学部、薬学部では同様の傾向が見えますが、工学部、未来デザイン学部

では、例年同様の伸びを示しています。このデータから、本学においてはコロナ禍の

影響を他大学と比較してある程度低く抑えることができたのではないかと考えられ

ます。 
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5.2. 学科ごとの教学 IR データによる分析例（集計結果の配信例） 

次に自己点検 IR 委員会からの各学科に配信する教学 IR データの事例として、学科

教育自己点検会議で使用する教学データを紹介します。学科別の学年ごとの GPA 分布

については先に紹介をしましたので、ここでは修得単位数、教育目的達成度調査結果、

PROG 結果等について紹介します。 

 

【修得単位数】 

 2022 年度の配信例として、ある学科の学年ごとの修得単位数分布を紹介します。

これは学科教育自己点検会議の点検項目②「学年ごとの学修状況の分析、評価」を行

うための資料となります。学科の単位修得状況を全体的に把握し、例年と比較して問

題や大きな変化がないか点検をする資料となります。 

図 6 学科別年次ごとの修得単位数分布の例 

 

本学では単位の実質化を目指して、2018 年度入学生以降入学生（工学部、保健医療

学部、未来デザイン学部）から履修上限単位数を 1 セメスターあたり 24 単位から 22

単位に減らした教務システムを運用しています。履修上限単位数の変更により、以前

のカリキュラムと比較して、1年次～2年次の修得単位数が減り、3年次以降における

修得単位数が増えることが見込まれます。赤線で示された 2017 年度以前と 2018 年度

以降の入学生を比較して、実際に修得した単位数の推移が学科の想定した変化となっ

ているかどうかを検証する資料にもなります。 
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【学修成果の集計結果について】 

 本学では全学的な学修成果を評価する情報として、学生の「DP の項目ごとの GPA」

「DP の項目ごとの学生の自己評価（教育目的達成度調査結果）」「DP の項目に割り当

てた PROG スコア」を用いています。これらを学科単位で集計したものはその学科の

教育効果を評価する情報と考えられるため、学科教育自己点検会議の③「教育課程全

体を通した学修成果の達成状況の評価」を行うための資料として各学科に配信して

います。一例として 2022 年に配信したある学科の資料を紹介します。 

 

図 7 学修成果の集計結果 

 

5.3. 授業科目別データに基づく分析例 

ここでは、学科教育自己点検会議④「カリキュラム、授業科目の達成目標・成績評

価方法等の点検」の資料となるカリキュラムマップ詳細版とその活用について紹介し

ます。2022 年度のカリキュラムマップ詳細版には、図 8 のように、DP と科目との対

応、シラバス上に記載された科目の目的、達成目標、達成目標ごとの成績評価方法と

比率、といった授業の基本情報が記載されており、2022 年度の教育目的達成度調査結

果（DP の能力資質を向上させるのに役立った前年度履修科目に回答した学生数）、2019

年度～2021 年度の成績評価分布、2019 年度～2021 年度の授業改善アンケート結果に

おける達成目標の達成度合の自己評価と授業外学修時間、といった過去 3年 
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の授業に関するデータが集約されています。 

図 8 カリキュラムマップ詳細版の例 

 

全科目のカリキュラムマップ詳細版を自己点検 IR 委員会から学科に配信します。

この資料を用いて、個々の科目の達成度合の確認、科目の達成目標と DPとの整合性の

点検・修正、成績評価手段の整合性の点検・修正、能動的学修の充実や質的転換の観

点から見た授業の内容や方法の改善の検討を、各科目担当者が行い、点検コメントを

記入します。点検後のカリキュラムマップ詳細版を学科内で集約し学科全体で点検を

行います。 

 

また、カリキュラムマップ詳細版を用いた点検でよく見られる課題例と、それに対

する判断や対応の仕方の例を記載した資料を各学科に配信し、点検後のカリキュラム

改善や授業改善に活用して頂いています。 
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図 9 カリキュラムマップ詳細版での課題と判断対応例 

 

 

6. まとめと今後に向けて 

 

 この報告書では、本学の教学 IR活動の概要として、自己点検 IR 委員会による教学 IR

活動、つまり本学のアセスメント・ポリシーで定められた 3ポリシーを起点とする学修

成果、教育成果の点検に関係するデータについて集約し分析を行うとともに、大学全体

及び各学部学科が行う点検向け資料として整理し配信する活動について、近年の行った

ものをまとめて報告しました。 

  

本学の教学 IR 活動の高度化と更なる充実に向けて、今後は次の点に取り組む予定で

す。 

・ アセスメント・ポリシーの実質化（専攻分野固有のコンピテンシーや学修成果を直

接評価する情報の整理と可視化） 

・ データの収集・整理・加工・配信・閲覧のシステム化及び WEB 化（試験的なデータ

ベースの構築、資料作成のシステム化、配信の WEB 及び BI ツールの活用、学科教

学 IR ポートフォリオや科目コースポートフォリオの実現） 

・ 分析対象の拡大（学籍異動学生の分析、エンロールメント・マネジメント IR、在学

中に能力伸長した学生の分析、卒後活躍している人材の分析） 
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・ 教育に関する内部質保証の考え方の教職員への浸透と、IR に関する専門人材・後継

人材の育成 

・ 内部質保証の機能化に向けた IR の高度化（財務 IR との連携強化、大学運営に関す

る自己点検・評価活動との連携） 

 

以上 


